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近
現
代
建
築
資
料
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の
事
業
の
枠
組
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文
化
庁
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
（
以
下
「
近
現
代

建
築
資
料
館
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二

ol

l

-

）
十
一
月
に
設
置
が
決
定
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月

に
開
館
し
た
施
設
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
殷
立
一

0
周
年

を
迎
え
る
。
設
立
の
背
景
に
は
、
我
が
国
の
近
現
代
建

築
が
、
笹
界
の
文
化
芸
術
の
重
要
な
一
翼
を
担
う
存
在

と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
学
術
的
、
歴

史
的
、
芸
術
的
価
値
を
次
世
代
に
継
承
す
る
体
制
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
い
、
9

事
情
が
あ
っ
た
。
象
徴
的
な9,
I
 

出
来
事
と
し
て
、
日
本
の
近
現
代
廷
業
を
代
表
す
る
丹

げ
け
ん
ぞ
｀
．
＇

下
健
＝
一
の
図
面
資
料
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
収
蔵
さ
れ

る
形
で
国
外
流
出
し
た
。
ま
た
、
複
数
の
著
名
な
日
本

人
建
築
家
の
図
而
が
海
外
の
美
術
館
等
に
収
集
さ
れ
る

と
い
う
状
況
は
今
日
も
続
い
て
い
る
。
我
が
口
の
近
現

代
建
築
に
関
す
る
資
料
（
園
面
や
模
製
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
）

に
つ
い
て
、
劣
化
、
散
逸
、
海
外
へ
の
流
出
等
を
防
ぐ

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
近
現
代
建
築
資
料
舘

は
、
そ
の
諜
題
に
応
え
る
た
め
、
緊
急
な
保
護
が
必
要

な
資
料
の
収
集
・
保
管
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。

緊
急
な
保
襲
が
必
要
な
盗
料
を
把
握
す
る
た
め
に

は
、
全
同
的
な
所
在
状
況
の
調
査
、
関
連
資
料
を
も
っ

つ
い
て
適
切
に
管
理
を
行
う
施
設
と
し
て
、
平
成
二
十

九
年
十
一
月
一
日
付
け
で
「
歴
史
資
料
等
保
有
施
設

（
公
文
嘗
管
理
法
第
二
粂
第
四
項
第
三
号
及
び
公
文
書
管
理
法

加
行
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
甚
づ
く
施
設
）
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

近
現
代
建
築
資
料
館
で
は
、
先
述
し
た
役
割
を
担
う

べ
く
、
設
立
以
来
、
以
下
の
四
つ
の
主
要
な
事
業
を
行

っ
て
い
る
C

口
近
現
代
建
築
関
連
資
料
の
情
報
収
集

全
国
的
な
所
在
情
報
調
査
を
行
い
、
建
築
資
桐
の
保

管
場
所
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
劣
化
、
散
逸
、
海
外

へ
の
流
出
の
お
そ
れ
が
な
い
か
、
情
報
を
収
集
す
る
。

ま
た
、
関
連
資
料
を
も
つ
機
関
（
大
学
等
）
と
連
携
し
、

所
在
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
国

全
体
と
し
て
建
築
資
料
収
集
・
保
管
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

②
資
料
の
収
集
・
保
管
。
公
開

緊
急
に
保
襲
が
必
要
な
資
料
の
収
集
・
保
管
を
行

い
、
目
録
を
作
成
し
て
休
系
化
し
、
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
と

し
て
収
蔵
す
る
。
な
お
、
文
化
庁
に
お
い
て
収
集
す
る

建
築
関
係
資
料
は
、
「
我
が
国
の
近
現
代
建
築
に
関
し
、

国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
又
は
顕
著
に
時
代
を

画
し
た
建
築
・
建
築
家
に
係
る
も
の
、
又
は
、
我
が
国

の
近
現
代
の
建
築
史
や
建
築
文
化
の
理
解
の
た
め
に
欠

く
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
歴
史
上
、
芸
術
上
、
学
術

上
重
要
な
も
の
の
う
ち
、
散
逸
等
の
お
そ
れ
が
高
く
、

国
に
お
い
て
緊
急
に
保
全
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
」
と

す
る
。
併
せ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
資
料
の
現
物

貸
出
、
画
像
提
供
、
資
料
閲
覧
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

文
化
庁
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
の
役
割
と
沿
革

機
関
（
大
学
等
）
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
設
置
決

定
前
後
か
ら
、
そ
う
し
た
情
報
収
集
活
動
に
も
着
手
し

た
。
ま
た
、
展
示
や
普
及
活
動
を
通
じ
、
近
現
代
建
築

と
そ
の
関
保
資
料
に
対
す
る
国
民
の
理
解
増
辿
を
図
っ

て
い
く
こ
と
も
重
要
な
裸
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
C

立
地
は
、
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
湯
島
地
方
合
同
庁

舎
敷
地
内
の
北
嬉
に
位
置
す
る
。
正
門
経
由
で
の
ア
ク

セ
ス
の
み
な
ら
ず
、
都
立
庭
園
の
一
っ
、
旧
岩
崎
邸
庭

③
展
示
＇
教
育
普
及

建
築
資
料
に
関
す
る
展
示
や
講
演
会
、
．
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
な
ど
の
教
育
普
及
活
動
を
通
じ
て
、
近
現
代
建

築
と
そ
の
関
連
資
料
に
対
す
る
国
民
の
理
解
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
を
行
う
。
特

に
、
収
蔵
し
た
資
料
に
関
し
て
は
、
適
切
な
修
復
や
整

理
を
行
っ
た
上
で
、
速
や
か
な
展
示
公
開
を
行
う
。

田
胴
査
研
究
等

国
内
外
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、
建
築
資
料
の
保

存
・
修
復
や
デ
ー
タ
ベ
ー
・
ス
構
築
に
関
す
る
調
査
・
研

究
を
行
い
、
我
が
国
に
適
し
た
建
築
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
構
築
を
目
指
す
。
ま
た
、
近
現
代
建
築
と
そ
の
関

連
資
料
に
関
す
る
訓
査
・
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

1
0年
間
の
収
蔵
資
料
の
概
要

以
上
の
よ
う
な
目
的
や
事
業
の
枠
組
み
に
基
づ
き
、

近
現
代
建
築
資
料
館
は
、
建
築
資
料
収
集
を
進
め
て
き

た
。
近
現
代
建
築
資
料
館
の
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
組

織
に
お
い
て
は
、
特
定
の
建
築
家
や
建
築
事
務
所
が
活

動
す
る
中
で
作
成
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
記
録
の
総
体

（
資
料
群
）
を
「
フ
ォ
ン
ド
」

(
F
o
n
d
)

と
呼
ぶ
。
近
硯

代
建
築
資
料
館
で
は
、
フ
ォ
ン
ド
の
下
位
に
位
置
付
け

ら
れ
る
、
建
築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
作
成
さ
れ
た

圏
而
筒
や
図
面
フ
ォ
ル
ダ
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
示
す

「
フ
ァ
イ
ル
」

(File)

か
ら
、
さ
ら
に
個
々
の
図
面
や

ぼ
さ
つ

設
計
図
書
の
簿
冊
な
ど
の
「
ア
イ
テ
ム
」

(Item)

に

至
る
ま
で
、
順
次
階
層
的
な
調
査
を
行
い
、
目
録
を
整

備
し
て
い
る
。
近
蜆
代
建
築
資
料
館
に
お
け
る
坂
倉

じ
ゅ
ん
ぞ
う

準
三
資
料
の
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
資
料
の
階
層
構
造
の
一

部
抜
粋
を
、
参
考
に
示
す
と
下
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

フ
ォ
ン
ド
レ
ベ
ル
で
の
建
築
資
料
は
、
建
築
家
や
設

写真 1 I日岩崎邸庭園から、近現代建築資料館（右）
を見る。左は、ジョサイア・コンドル設計の旧岩崎邸

(1896年竣工） （写真搬影・文化庁国立近蜆代建築資料館）

I Sub se「ies 1 「 nIe--] I Item I 

ロニ三三三旦
--Lーニ三三叫

口し JJ

三

図

（作成。文化庁国立近現代建築資料誼）

アーカイプズ資料の階層梢造（坂窟準三資料の華例） （一郊抜粋）

固
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場

合
は
、
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
、
明
治
―
―

十
九
平
(
-
八
九
六
）
に
竣
工
し
た
旧
岩
崎
邸
（
岩
崎
財

む

さ

や

閥
三
代
の
岩
崎
久
弥
の
住
宅
）
の
正
面
を
見
な
が
ら
、
近

現
代
建
築
資
料
館
の
ゲ
ー
ト
に
至
る
と
い
う
、
文
化
的

な
雰
囲
気
に
満
ち
た
動
線
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
1
。

,

0

 

2
)
 な
お
、
近
現
代
建
築
資
料
館
は
、
保
有
す
る
歴
史
も

し
く
は
文
化
的
な
資
斜
ま
た
は
学
術
研
究
用
の
資
料
に

写奥2 I日岩崎邸庭園に面する近現代建築資料館の出

入ロゲート（写莫撮影・文化庁国立近現代建築資枇館）
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計
事
務
所
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
f

令
和
四
年

(―

-
0
二
ニ
）
十
一
月
時
点
で
、
近
現
代
建
築
資
料
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
の
概
略
を
述

べ
る
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。
個
別
の
フ
ォ
ン
ド
に
含

ま
れ
る
資
料
数
は
、
数
点
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
数
万
点

に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
多
様
で
あ
る
が
、
設
立
以
来
、
か

な
り
の
速
度
で
資
料
を
収
集
し
て
き
た
こ
と
が
分
か

る
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会
全
体
と
し
て
、
そ
う
し
た
資

料
保
管
の
受
け
皿
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

•
坂
倉
準
三
建
築
設
計
資
料
一
九
三
九
ー
・
六
九
年

坂
倉
準
―
―
―
建
築
研
究
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
建
築

設
計
図
書
、
写
真
、
ス
ケ
ッ
チ
等
に
加
え
、
坂
倉
個
人

に
関
す
る
記
録
を
含
め
た
建
築
家
坂
倉
準
三
及
び
坂
倉

準
一
二
建
築
研
究
所
の
事
業
記
録
に
関
す
る
総
体
で
あ

る
。
資
料
群
に
含
ま
れ
る
属
性
は
、
①
偉
人
文
書
、
②

専
門
文
書
、
③
会
社
記
録
、
④
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
⑤
美

術
口
叩
・
エ
芸
品
に
大
別
さ
れ
る
。

，
丹
下
都
市
建
築
設
計
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
テ

ー
タ
）
一
九
五
一
―
-
＼
八
九
年

建
築
家
の
丹
下
健
―
―
―
が
率
い
た
東
京
大
学
「
丹
下
研

究
室
，
一
及
び
株
式
芸
社
都
市
・
建
築
研
究
所
（
の
ち
に

丹
下
健
三
・
都
市
。
建
築
設
計
研
究
所
、
丹
下
稲
市
建
築
設

計
に
改
組
）
が
作
成
し
た
設
計
図
面
等
を
撮
影
し
た
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。

i

九
五

0
年
代
か
ら
六
〇

年
代
の
丹
下
健
三
を
代
表
す
る
芸
術
的
・
技
術
的
評
価

の
高
い
作
品
に
関
す
る
設
計
図
面
が
、
案
件
ご
と
に
異

な
る
リ
ー
ル
で
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
複
製
に
よ
る
資
料

群
↓
J

し
て
体
系
的
な
価
値
を
構
成
し
て
い
る
。

け

ぺ

恙

よ

し

•
池
辺
陽
渋
谷
区
復
興
計
画
案
資
料
一
九
四
六

ー
四
九
年

吉
田
の
学
生
時
代
(
-
九
一
九
年
以
前
）
か
ら
最
晩
年

の
作
品
で
あ
る
「
美
松
書
房
」
(
-
九
五
三
年
）
ま
で

て
い
し
ん
し
ょ
う

の
、
個
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
逓
信
省
と
し
て
の

作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
戦
前
の
日
本
の
近
代
建
築
の

推
進
に
寄
与
し
た
吉
田
鉄
郎
の
公
私
両
方
に
お
け
る
活

動
と
彼
の
設
計
思
想
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
C

ひ

ら

に

し

げ

お

。
平
田
重
雄
建
築
設
計
資
料
一
九
四
一
年
頃
，
I
八
六

年
頃平
田
重
雄
が
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
留
学
時
(
-
九
二

0
年
代
末
）
に
描
い
た
絵
画
、
ス
ケ
ッ
チ
等
の
ほ
か
、

ぐ
ん
べ
い

松
田
平
田
殷
計
事
務
所
に
て
松
田
軍
平
と
共
同
代
表
を

務
め
る
傍
ら
、
個
人
で
手
掛
け
た
建
築
作
品
を
含
む
住

宅
、
ア
パ
ー
ー
ト
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
す
る
図
面

や
写
真
、
原
稿
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

き

し

だ

ひ

で

と

＇
岸
田
日
出
刀
建
築
資
料

岸
田
建
築
研
究
所
作
成
の
図
而
と
、
岸
田
日
出
刀
個

人
資
料
に
大
別
さ
れ
る
。
図
面
は
八

0
枚
程
度
C

個
人

資
料
は
調
査
旅
行
等
の
日
記
帳
―
二
冊
、
調
査
時
に
撮
影

し
た
写
真
を
収
め
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
自
著
、
他

著
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。

。
前
川
國
男
建
築
設
計
資
料
一
九
四
六
ー
七
七
年

前
川
國
男
建
築
事
務
所
及
び
前
川
屈
男
廷
築
設
計
事

務
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
建
築
股
計
図
書
．
‘
写
真
等

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
資
料
は
①
会
社
記
録
（
工
事
請
負

契
約
書
コ
ピ
ー
）
、
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
記
録
（
建
築
設
計

の
設
計
図
書
、
ス
ケ
ッ
チ
、
仕
様
嘗
、
工
事
写
真
、
竣
工
写

真
等
）
に
大
別
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
資
料
詳
に
加
え
、
高
橋
航

い

ち

は

ら

ひ

ろ

し

-

e

第
一
工
房
資
料
、
原
広
司
＋
ア
ト
リ
エ
3

フ
ァ
イ

建
築
設
計
資
料
、
プ
ル
ー
ノ
，
タ
ウ
ト
関
連
資
料
、
ヴ

ア
ス
ム
ー
ト
社
所
有
吉
田
鉄
郎
著
作
関
連
資
料
、
安
藤

口

資

料

提

供

収
蔵
し
た
資
料
に
関
し
て
、
使
用
用
途
に
応
じ
て
、

①
現
物
の
貸
出
、
②
画
像
の
貸
出
、
③
資
料
閲
覧
及
び

複
写
の
提
供
に
大
別
し
て
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
次
に

詳
細
を
記
載
す
る
が
、
こ
の
二
年
間
だ
け
で
も
、
現
物

貸
出
が
約
四

0
0
点
、
資
料
閲
覧
数
の
点
数
は
約
一
万

点
に
及
ぶ
。
所
蔵
資
料
に
関
し
て
、
貸
出
や
複
写
の
社

会
的
ニ
ー
ズ
が
い
か
に
多
い
か
が
よ
く
分
か
る
。

一
令
和
二
年
度
]

①
現
物
の
貸
出
は
、
島
根
県
立
美
術
館
の
展
覧
会
「
菊

竹
清
訓
山
陰
と
廷
築
」
の
た
め
に
、
菊
竹
清
訓
資
料

よ
り
―
―
査
点
を
貸
し
出
し
た
。

9

②
画
像
デ
ー
タ
の
貸
出
は
、
全
ニ
カ
か
所
に
対
し
て
、

計
約
二
五

0
点
で
あ
っ
た
。
用
途
は
、
展
示
、
響
籍
・

論
文
へ
の
掲
載
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
の
放
映
、
図
面
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
建
物
の
復
元
用
元
図
而
と
し
て
の
使
用

な
ど
が
多
い
。

③
資
料
閲
覧
は
計
―
―
―
―
件
一
五
六
八
点
で
あ
り
、
複
写

の
提
供
は
計
九
件
五
九
九
点
で
あ
っ
た
。

【
令
和
三
年
度
〗

①
現
物
の
貸
出
は
、
坂
倉
準
―
―
―
資
料
よ
り
、
鎌
倉
文
華

飽
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
覧
会
「
ひ
ら
か
れ
た
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
の
た
め
に
、
鎌
倉
近
代
美
術
館
関
連
資
料

一
四
点
、
高
島
屋
史
料
館

T
o
k
y
o
の
展
覧
会
「
建

築
家
・
坂
倉
準
一
二
と
高
島
屋
の
戦
後
復
興
ー
ニ
輝
く
都

市
」
を
め
ざ
し
て
ー
」
の
た
め
に
、
新
宿
西
口
広
場
・

四
腹
近
二
年
間
の
資
料
提
供
、
教
育
普
及
、
調
査

研
究
の
実
績

一
九
四
六

1
四
九
年
頃
、
池
辺
陽
が
作
成
し
た
渋
谷

地
区
の
戦
災
復
興
計
回
案
で
あ
る
。

む
ら
た
ゆ
た
か

＇
村
田
豊
建
築
設
酎
資
料
一
九
六

o
iー
八
八
年

内
容
は
大
き
く
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
村

田
幾
個
人
の
原
稿
な
ど
か
ら
な
る
専
門
文
誉
、
次
に
会

計
書
類
な
ど
を
含
む
会
社
記
録
、
最
後
は
医
面
、
写

真
、
模
刑
キ
、
映
像
な
ど
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
記
録

資
料
で
あ
る
。

よ
し
ざ
か
た
か
ま
さ

•
吉
阪
隆
正
＋
U

研
究
室
建
築
設
計
資
料
一
九
万
二

年
頃
!
八

0
年
頃

内
容
は
太
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
主

に
ル
・
コ
ル
ビ
コ
ジ
エ
の
事
務
所
で
描
い
た
と
思
わ
れ

る
圏
面
資
料
を
含
む
、
吉
阪
研
究
室
（
後
の
U
研
究
室
）

開
設
以
前
の
一
九
五
四
年
ま
で
の
資
料
。
も
う
一
っ

は
、
開
設
以
後
の
一
九
五
四
年
か
ら
吉
阪
隆
正
が
亡
く

な
る
一
九
八

0
年
ま
で
の
資
料
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
図

面
、
ス
ケ
ソ
チ
、
文
書
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

。
ル
，
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
作
緞
帳
『
闘
牛
14
号
]
（
旧
東

急
文
化
会
館
「
渉
谷
パ
ン
テ
オ
ン
」
疲
帳
）
一
九
五
六
年

建
築
家
坂
倉
準
―
二
が
、
師
で
あ
る
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
に

原
圃
の
制
作
を
依
頼
し
、
『
闘
牛

14
号
』
と
題
す
る
原

画
作
品
を
も
と
に
川
島
織
物
合
資
会
社
（
親
，
株
式
芸

社
川
島
織
物
セ
ル
コ
ン
）
が
西
陣
織
の
技
術
を
用
い
て
製

作
し
た
。

お
お
た
か

9
さ

と

，
大
面
正
人
建
築
設
計
資
料
一
九
―
-
＿
七
年
頃
(
'
―

1
0

-
0
年
内
容
は
大
高
建
築
設
計
事
袴
所
二
九
六
―
-
＇
’
―

!01

0
)
で
行
っ
た
建
築
・
都
市
計
両
業
膀
に
関
す
る
資
料

で
、
設
計
図
書
，
報
告
書
，
写
真
等
か
ら
な
る
。

わ
た
な
べ
じ
ん

a

渡
辺
仁
資
料
一
九

0
四
(
'
六
七
年
頌

渡
辺
が
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
第
一
一
部
に
入
学
す
る

忠
雄
建
築
骰
計
資
料
、
篠
井
家
旧
蔵
吉
田
鉄
郎
城
端
廊

便
局
資
料
な
ど
を
収
蔵
し
て
い
る
。

前
後
(
-
九

0
四
年
頃
）
か
ら
欧
米
視
察
に
行
く
一
九

二
六
年
頃
ま
で
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
、
東
京
帝
国
大
学
工
科

大
学
建
築
学
科
在
学
中
の
設
計
課
題
、
大
正
末
の
洋
行

時
に
書
か
れ
た
誉
簡
、
昭
和
初
期
ま
で
の
建
築
作
品
に

関
す
る
写
真
ア
ル
バ
ム
、
戦
後
、
一
九
五
三
年
に
渡
辺

お
う
し
ゅ
ほ
う

高
木
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、
一
九
六
七
年
に
黄
綬
褒

し
ょ
う
章
が
授
与
さ
れ
る
頃
ま
で
の
固
而
、
文
書
資
料
等
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

さ
も
ら
と
し
ひ
こ

•
木
村
俊
彦
構
造
設
計
資
斜
群
一
九
五
四
＼
九
九
年

内
容
は
主
に
木
村
俊
彦
構
造
設
計
事
務
所
(
-
九
六

四
年
設
立
）
で
作
成
・
収
受
さ
れ
た
構
造
設
計
屈
書
、

文
書
、
写
真
、
ス
ケ
ッ
チ
等
を
含
む
構
造
家
木
村
俊
彦

の
業
務
記
録
に
関
す
る
総
体
で
あ
る
。
木
村
が
大
学
在

，
そ
～
な
か
わ
く
に
お

学
中
、
前
川
固
男
建
築
骰
計
事
務
所
、
横
川
構
造
設
計

事
務
所
在
籍
中
に
作
成
さ
れ
た
も
の
も
一
部
含
ま
れ

る
。
資
料
は
r

木
村
が
関
わ
っ
た
建
築
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
図
面
、
構
造
計
算
誓
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
料
、

写
真
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
資
料
r

そ
の
他
資
料
に
大
別
さ
れ

る
き
＇
と
け
き
よ
の
り

・
菊
竹
清
訓
建
築
設
計
資
料
一
九
五
三
＼
六
九
年

菊
竹
建
築
研
究
所
を
開
設
し
た
一
九
五
三
年
以
降
、

事
務
所
で
作
成
さ
れ
た
図
面
資
料
で
あ
る
。

•
こ
ど
も
の
国
延
築
関
連
資
料
一
九
五
九
＼
七
四
年

こ
ど
も
の
国
の
施
設
建
設
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た

事
業
記
録
に
関
す
る
書
類
、
工
事
契
約
書
、
寄
付
金
関

係
書
類
な
ど
で
、
↓
一
九
五
九
3
七
四
年
の
間
に
こ
ど
も

の
国
建
設
協
力
会
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
施
設
の
設
計
を
担
当
し
た
建
築
事
務
所
が

作
成
し
た
青
焼
き
図
面
も
含
ま
れ
る
。

よ
し
だ
て
つ
ろ
う

。
吉
田
鉄
郎
建
築
設
計
資
料
一
九
二
血
年
頃
ー
五
七

年
頃

小
田
急
他
関
連
資
料
一
九
六
点
、
川
崎
市
岡
本
太
郎
美

術
舘
の
展
覧
会
「
戦
後
デ
ザ
イ
ン
運
動
の
原
点
デ
ザ

イ
ン
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
人
々
と
そ
の
軌
跡
」
の
た
め

に
、
岡
本
太
郎
邸
立
面
図
ほ
か
五
一
点
を
そ
れ
ぞ
れ
貸

し
出
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
現
代
美
術
館
の
展
覧
会

「
吉
阪
隆
正
展
ひ
げ
か
ら
地
球
へ
、
パ
ノ
ラ
み
る
」

の
た
め
に
、
吉
阪
隆
正
自
邸
立
面
図
ほ
か
七
八
点
を
貸

し
出
し
た
°

②
画
像
デ
ー
タ
の
貸
出
は
、
全
一
四
か
所
に
対
し
て
、

計――

1
0
点
で
あ
っ
た
。

③
関
覧
は
計
一
七
件
七
九
三
六
点
で
あ
り
、
複
写
の
提

供
は
一
一
件
―
―
九
点
で
あ
っ
た
。

切

教

育

普

及

[
令
和
二
年
度
]

近
蜆
代
建
築
資
料
館
で
は
、
近
現
代
の
建
築
資
料
を

所
蔵
す
る
組
織
の
学
芸
担
当
者
等
を
対
象
に
、
近
現
代

建
築
資
料
に
お
け
る
収
集
、
整
理
、
保
存
及
び
利
用
等

に
関
す
る
必
要
な
専
門
知
識
と
技
能
の
習
得
を
目
的
と

し
て
「
近
現
代
建
築
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
請
習
会
」
を
行
っ

て
お
り
、
令
和
―
一
年
度
は
第
二
厠
目
と
な
っ
た
。
日
程

は
、
令
和
二
年
十
一
月
十
二
日
（
木
）
と
十
三
日
（
金
）

の
二
日
間
で
、
湯
島
地
方
合
同
庁
舎
の
会
議
室
で
の
対

面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
。
参
加
者
は
、
対
面
が

―
二
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が
四
四
名
で
あ
っ
た
。

な
お
、
令
和
三
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
請
習
会
に
か
え
て
近
現
代
建
築
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
研
修
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
と
し
て
、
「
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
基
礎
」
（
諮
師
．
保
坂
裕
興
学
習
院
大
学
大
学
院
教

授
）
及
び
「
近
蜆
代
建
築
資
料
保
存
の
意
義
と
実
践
」

（
請
師
」
田
中
正
之
国
立
西
洋
美
術
館
長
）
の
二
本
を
制
作

し
、
令
和
四
年
度
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
し
た
。
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表 近現代建築資料館がこれまでに開催した展覧会一覧
| --［ 年度 1 展覧会名称（会期） 1 

•一平成25年度 開館記念特別展示「建築資梢にみる東京オリンピックー1964年国立代々木競技場から 2020年新国

成 26一ーロ収力〉の／三月団8み日；；6：:／/̀i：―□2ロロfl
- -

滋ー吉阪隆正＋ U研究室の建築」（平成27年 12月3日～平成 28年 3月13日）

;三／0:／rl：成i/°□
館5周年乙企画「明` ナ``：高等教育施設の詳像一1日制の専`二］
どの実像を建築資料からさぐる」（平成30年 10月23日～平成 31年2月11日）

虞原図展一個の自立と対話」（令和元年6月8日～9月23日）l 鱈 2年）及二二三三□〗日）：三～：口〗:1,2)：ロ
1,T；和 3年にロロ［；：ロニ！ヒロニニこf：:[：ロニロニ
|`和 4五―「令和 4年度収蔵品展 「こともの国」のテサインー自:玉宋 メタポリズ｀冨」（令和 4年／

月21日～8月28日）
----~ 

'
『
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
紀
要
]
第
一
号
刊
行

当
餡
の
収
蔵
資
料
に
関
す
る
情
報
と
、
館
職
員
や
協

力
者
の
調
査
研
究
成
果
の
公
開
に
つ
い
て
、
令
和
二
年

度
か
ら
公
開
方
法
を
検
討
し
て
き
た
が
、
研
究
論
文
や

資
料
紹
介
等
を
掲
戦
す
る
『
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館

紀
要
』
と
し
て
令
和
三
年
九
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
と
印
別

(
A
4
判
｀
．
六
四
ペ
ー
ジ
）
の
両
方
で
刊
行
し
（
年
一
回
刊

行
予
定
）
、
逐
次
刊
行
物
と
し
て
I
S
S
N

を
取
得
し
た

(
I
S
S
N
 2
1
3
6
1
6
7
5
7
 

(
オ
ン
ラ
イ
ン
）
、

I
S
S
N
2
1
1
3
6
-
6
7
6
5
 

（
印
刷
）
）
。
令
和
四
年
度
に
は
、
『
国
立
近
現
代
建
築
資

料
館
紀
要
』
第
二
号
の
刊
行
を
行
っ
た
。
二

O
i
l
二
年

十
二
月
か
ら
、
科
学
技
術
振
興
機
構
が
運
営
す
る

]
-
S
T
A
G
E
上
で
公
開
し
て
い
る
。
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③

調

査

研

究

言
和
二
年
度
・
令
和
三
年
度
]

，
我
が
固
の
近
現
代
建
築
に
関
わ
る
存
命
建
築
象
の
構

造
資
料
の
電
子
化
継
承
に
関
す
る
調
査

一
九
九

0
年
代
以
降
は
廷
築
資
料
の
電
子
化
が
進

み
、
こ
の
よ
う
な
建
築
資
料
を
い
か
に
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

と
し
て
構
築
す
る
か
、
そ
し
て
適
切
に
保
管
、
活
用
し

て
い
く
か
、
そ
の
方
策
を
見
い
だ
す
こ
と
が
今
後
の
諜

題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
本
調
査
は
そ
の
資
料
的

特
性
等
か
ら
、
他
の
建
築
資
料
よ
り
も
先
行
し
て
電
子

化
が
進
ん
だ
構
造
資
料
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

三
か
年
の
構
造
家
の
概
要
資
料
調
査
の
成
呆
を
踏
ま

え
、
複
数
の
存
命
の
建
築
家
の
資
料
に
つ
い
て
、
ア
ー
，

カ
（
ブ
ズ
構
築
の
た
め
の
課
間
を
驚
理
し
、
構
造
資
料

の
電
子
化
網
承
に
関
わ
る
様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
し
、
「
我
が
国
の
近
現
代
建
築
に
関
わ
る
存
命
建
築

家
の
構
造
資
料
の
電
子
化
継
承
に
関
す
る
調
査
」
報
告

設
立
以
来
、
二
階
の
展
示
室
を
活
用
し
て
、
近
現
代

建
築
に
関
す
る
重
要
な
建
築
資
料
に
関
す
る
展
覧
会
を

年
に
二
回
程
度
開
催
し
（
写
真
3
)
、
併
せ
て
、
展
示
内

容
に
関
連
す
る
講
演
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
建
築
資
料
に
対
す
る
社
会
的
関
心

や
理
解
を
高
め
る
方
策
を
行
っ
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
著
し
い
時
期
に
お
い
て
は
、
対
面

型
の
請
演
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
，
ト
ー
ク
の
開
樅
は
控
え
た

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
な

ど
、
新
た
な
取
組
を
行
っ
た
。
過
去
の
展
覧
会
は
次
頁

6
 
年
ー
，

ど

店

こ
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収
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開

ン

築建

ィ

日
サ
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じ7
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硯

デ

月

近
の

8

3
国

El

稟

の

21

写

も

月

五
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

こ
れ
ま
で
の
資
料
展
示

写夢バ現在開 i應l•I.1(1）「原広司

建緒に何が可能か一有孔作と浮

遊の思想の55年ー」のポスター

ノ＼

直
近
の
展
覧
会
及
び
来
年
度
の
一

0
周
年
特
別

展

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

言
和
四
年
十
二
月
十
―
―
―
日
（
火
）
＼
令
和
五
年
三
月

五
日

(El)]

會
原
広
司
建
築
に
何
が
可
能
か
ー
有
孔
体
と
浮
遊
の

思
想
の
五
五
年
ー
（
写
臭
4
)

建
築
家
・
原
広
司
に
関
す
る
展
覧
会
で
あ
る
。
原

き
ょ
う
べ
ん

は
、
東
京
大
学
で
二
八
年
に
わ
た
り
教
鞭
を
と
り
な

が
ら
、
個
人
住
宅
か
ら
美
術
館
や
教
育
施
設
、
さ
ら
に

駅
舎
、
高
層
建
築
、
ド
）
ー
ム
建
築
な
ど
の
大
規
模
建
築

に
至
る
ま
で
幅
広
く
建
築
作
品
を
創
り
出
し
て
き
た
。

そ
の
中
に
は
、

J

R
京
都
駅
、
大
阪
の
新
梅
田
シ
テ

ィ
。
ス
カ
イ
ビ
ル
、
札
幌
ド
ー
ム
な
ど
世
界
的
に
著
名

な
ラ
ン
ド
マ
ー
タ
作
品
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
原
に
よ
る
数
学
、
哲
学
、
芸
術
を
は
じ
め
と
し

た
多
様
な
視
点
か
ら
の
建
築
に
関
す
る
思
索
は
、
日
本

の
現
代
建
築
の
発
展
を
大
き
く
牽
引
し
た
。
そ
の
代
表

で
あ
る
一
九
六
七
年
の
著
書
『
建
築
に
何
が
可
能
か
』

に
お
け
る
「
有
孔
体
」
と
「
浮
逆
」
の
思
想
に
始
ま
る

原
の
一
連
の
建
築
思
想
は
、
現
代
建
築
に
計
り
知
れ
な

い
影
響
を
与
え
た
。

本
展
覧
会
で
は
、
近
年
、
原
広
司
＋
ア
ト
リ
エ
＇
フ

ァ，
1
建
築
研
究
所
か
ら
近
現
代
建
築
資
料
館
に
寄
脳
が

進
め
ら
汎
て
い
る
建
築
資
料
群
の
中
か
ら
、
「
有
孔
体
」

と
「
浮
遊
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
展
開
を
示
す
図
面
と
ス

ケ
ッ
チ
を
、
年
代
順
に
展
示
す
る
。
原
広
司
作
品
の
根

源
で
あ
る
こ
の
二
つ
の
発
想
が
、
住
宅
か
ら
大
規
模
建

築
、
都
市
に
至
る
ま
で
、
い
か
に
具
硯
化
し
、
発
展
し

た
か
と
い
う
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
原
広
司
の
思
想

と
実
体
的
建
槃
の
関
係
を
解
読
し
、
独
創
的
な
建
築
デ

ザ
イ
ン
の
背
後
に
あ
る
思
考
が
理
解
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
c.

{
-
0
周
年
記
念
特
別
展
（
現
在
検
討
中
）
第
一
部
[

令
和
五
年
七
ー
十
月
、
第
一
一
部
・
令
和
百
年
十
ニ
ー
令

和
六
年
―
一
月
】

命
日
本
の
近
現
代
建
築
I
N
A
M
A
収
蔵
資
料
大
公
開

閲
館
一

0
周
年
に
際
し
て
、
近
現
代
建
築
資
料
餡
の

存
在
意
義
、
社
会
的
役
割
の
認
知
度
を
高
め
る
展
覧
会

を
企
画
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
軌
跡
や
館
の
活
動
を
紹
介
し
つ

つ、
”
1
0年
に
わ
た
り
収
集
し
て
き
た
賣
重
な
図
面
資

料
な
ど
の
公
開
を
行
う
。
晨
示
対
象
は
、
主
に
著
名
な

意
匠
設
酎
建
築
家
と
し
、
こ
れ
ま
で
展
示
し
て
い
な
い

図
而
資
料
を
中
心
に
、
資
料
を
一
党
に
展
示
す
る
C

二
部
に
分
け
て
の
開
催
と
し
、
展
示
室
に
お
い
て
建

築
家
に
関
す
る
収
蔵
資
料
の
展
示
を
行
う
が
、
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
は
、
資
料
館
概
要
と
目
的

‘
1
0
年
間
の
軌

跡
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
展
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
等
の
パ
ネ
ル
展
示
、
貴
璽
な
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
上
映
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

29 
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七

課
題
と
展
望

以
下
、
「
二
近
硯
代
建
築
資
料
飼
の
事
業
の
枠
組

み
」
で
述
べ
た
四
つ
の
点
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
課

題
を
整
理
し
て
述
べ
た
い
。

口
情
報
収
集
と
情
報
発
信

全
国
的
な
所
在
情
報
詞
査
を
行
う
こ
と
で
、
関
連
資

料
を
も
つ
機
関
（
大
学
等
）
を
含
め
、
建
築
資
料
の
保

管
場
所
の
把
握
は
大
き
く
進
ん
だ
。
今
後
は
、
複
数
の

機
関
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
＇
ク
を
構
築
し
、
近
蜆
代
建
築
資

料
鮪
が
、
そ
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
各
施
設
・
機
関
が
所
蔵
資
料
情
報

を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
近
現
代
建

築
資
料
館
で
は
、
令
和
一
一
一
年
六
月
に
収
蔵
資
料
検
索
シ

ス
テ
ム

(
h
t
t
p
s
"＼
¥
d
b
,
n
a
m
a
.
bunka.go.j p
)

を
公
開
し

た
。
収
蔵
す
る
資
料
群
の
概
要
公
開
（
一
六
資
料
僻
）
、
’

フ
ァ
イ
ル
（
図
面
筒
、
図
面
フ
ォ
ル
タ
等
）
レ
ベ
ル
ま
で

の
目
縁
公
開
（
五
資
料
群
）
、
ア
イ
テ
ム
（
個
別
の
図
面

や
資
料
）
レ
ベ
ル
ま
で
の
目
録
公
開
（
六
資
料
群
）
、
サ

ム
ネ
イ
ル
酉
像
の
公
開
（
一
部
―
―
―
資
料
群
）
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
公
開
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
資
料
が
ウ
ニ
プ
上
に
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
登

備
を
進
め
て
い
き
た
い
°

切
資
料
の
収
集
・
保
管
。
公
開

近
現
代
建
築
資
料
館
が
取
集
・
俣
管
す
る
資
料
は
、

調
査
や
展
覧
会
等
の
た
め
に
一
部
寄
託
は
あ
る
も
の
の

寄
贈
を
原
則
と
し
て
い
る
C

開
銅
当
初
は
、
近
現
代
建

築
資
料
館
か
ら
所
有
者
に
対
し
て
、
寄
贈
を
促
す
こ
と

も
多
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
む
し
ろ
所
有
者
か
ら
近

現
代
建
築
資
料
館
へ
、
寄
賄
の
打
診
や
依
頼
を
い
た
だ

く
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
近
現
代
建
築
資
料
館
が
、
近

硯
代
建
築
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
杜
会
的
に
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
る
結
果
と
考
え
ら
れ
る
c

と
同
時
に
、

建
築
家
の
批
代
交
代
や
、
手
誉
き
図
面
か
ら

C
A
D
図

面
へ
の
移
行
の
中
で
、
手
書
き
図
面
の
保
存
の
必
要
性

が
培
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
近
現
代
建

築
資
料
舘
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
収
集
図
面
の
修
復
、
目
録
の
作
成
に

よ
る
収
集
品
の
体
系
化
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
の
必

要
性
、
作
業
を
行
う
人
員
の
確
保
な
ど
が
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
の
公
開
や
安
全
な
保

存
に
際
し
て
は
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
大
前
提
に
な

る
。
図
面
を
中
心
と
し
た
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
開

館
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
関
係
す
る
事
業
の
内

容
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
仕
様
や
品
質
に
ば
ら

つ
き
が
生
じ
て
き
た
た
め
、
令
和
二
年
度
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
標
準
仕
様
を
策
定
し
て
、
仕
様
に
基
づ
い
た

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
池
万
で
、

そ
れ
に
対
応
す
る
人
員
や
予
算
の
制
約
も
あ
り
、
収
蔵

資
料
の
急
遮
な
壻
加
に
は
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

③
展
示
。
教
育
普
及

建
築
資
料
に
関
す
る
展
示
や
講
演
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
，
＇

ト
ー
ク
な
ど
の
教
育
普
及
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
展
覧
会
に
際
し
て
図
録
を
作
成
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
図
録
だ
け
で
も
、
日
本

の
近
現
代
建
築
の
展
開
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
貴
霊

な
資
料
と
い
え
る
。

来
舘
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
展
覧
会
に
毎
回
釆
て
い

る
方
々
も
多
く
、
ま
た
、
同
じ
展
覧
会
に
複
数
回
来
ら

れ
る
熱
心
な
方
も
い
る
。
建
築
資
料
に
対
す
る
国
民
の

理
解
増
進
と
い
う
点
で
は
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ

あ
る
。
近
現
代
建
築
資
料
誼
の
設
立
以
後
、
他
の
美
術

館
等
で
の
建
築
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
が
増
え
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
今
後
は
、
近
現
代
建
築
資
料

館
で
の
展
覧
会
に
加
え
、
資
料
貸
出
に
よ
る
辰
示
や
他

の
展
示
施
股
と
の
協
働
展
示
な
ど
も
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
資
料
公
開
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

④
調
査
研
究
等

国
内
外
の
研
究
機
関
と
退
携
し
、
建
築
資
料
の
保

存
・
修
復
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
関
す
る
調
査
・
研

究
を
行
う
こ
と
で
、
我
が
国
に
適
し
た
建
築
資
料
ァ
ー

カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
を
目
指
す
に
は
、
人
材
育
成
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
建
築
資

料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
大

学
は
、
限
定
的
で
あ
る
C

近
現
代
建
築
資
料
誼
で
の
勤

務
を
経
て
、
大
学
で
教
育
研
究
に
従
事
し
て
い
る
人
材

も
、
．
わ
ず
か
な
が
ら
で
て
き
て
い
る
の
で
、
大
翠
へ
の

協
力
な
ど
も
行
い
つ
つ
、
人
村
育
成
の
成
果
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
、
課
題
は
多
く
、
そ
の
道
の
り
は
長
い
が
、
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
我
が
国
の
建
築
分
野
の
進
展
を
支
え

る
上
で
も
、
近
現
代
建
築
資
料
館
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
太
き
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
田
良
島

（
吉
野
孝
行
：
文
化
庁
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
副
館
長
）

（
小
林
克
弘
・
文
化
庁
国
立
近
現
代
建
築
資
将
館

主
任
建
築
資
料
調
査
官
）

哲
・
文
化
庁
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館

主
任
廷
築
資
料
鯛
査
官
）
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◎
次
号
は
「
文
化
財
の
保
存
科
学
(
-
―
-
）
文

化
財
修
理
と
合
成
樹
脂
ー
」
を
特
集
し
ま
す
。

園
『
月
刊
文
化
財
』
賄
読
に
つ
い
て

『
月
刊
文
化
財
』
は
、
東
京
国
立
憾
物
館
売

店
で
も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

定
期
購
読
の
場
合
は
、
お
近
く
の
書
店
で
お

申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ
も

左
記
に
て
承
り
ま
す
。

＊

電

話

／

0
1
2
0ー

2
0
3
1
6
9
4

*
F
A
X
/
0
1
2
0
1
3
0
2
1
6
4
0
 

*
U
R
L
/
 

h
t
t
p
s
"＼
＼

w
w
w
.
d
a
i
i
c
h
i
h
o
l
r
i
.
c
o
.
j
p
¥
 

※
睛
読
の
お
申
し
込
み
で
い
た
だ
い
た
ご
住
所

や
お
名
前
な
ど
は
、
企
画
の
参
考
な
ど
本
詰

に
か
か
わ
る
目
的
に
の
み
利
用
し
｀
｀
他
の
目

的
で
は
使
居
い
た
し
ま
せ
ん
。

,

9

-

月
刊
文
化
財
三
月
号
（
七
一
四
号
）

令
和
五
年
三
月
一
日
発
行

定
価
七
八
五
円
＿
本
体
七
一
匹
IFJ-

協
東
京
都
港
区
璽
日
山
二
i
_

―
-
I
―
七

割

n
ニ
ニ
0
ーニ
0
ニ
ニ
ー
六
九
四

本
誌
掲
賊
記
素
の
無
断
陸
似
を
襟
し
立
す
。

監

修

文

化

庁

発
行
所
第
＿
法
規
株
式
会
社
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